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はじめに 

Mn を添加したスピネル結晶(MgAl2O4)は、

緑色(=520 nm)の強い蛍光を発する蛍光体で

ある 1。Mn 添加スピネルからは、波長 650 nm

や、750 nm の発光がみられ、これらのピーク

強度を利用することによって優れた蛍光温度

計材料になることがわかっている 2。 

ここでは、温度センサの高性能化を目的とし

て、Mn 添加スピネルの波長 750 nm の発光強

度の結晶育成条件による変化を検討した。 

実験と結果 

光加熱方式の浮遊帯域溶融法（FZ 法）を用

いて Mn 添加スピネル結晶を育成した。原料試

薬の組成比（x=MgO/Al2O3）、育成雰囲気中の

酸素濃度、Mn 添加濃度を変えて結晶を育成し

た。育成した結晶を用いて、光吸収スペクトル

および、蛍光スペクトルを評価した。 

図 1、2 に、He-Cd レーザー（波長 325 nm）

で励起した Mn 添加スピネルの波長 750 nm の

発光スペクトルを示した。図 1 のように、発光

ピーク強度は、組成比 x=0.3 や 0.5 の Mg 不足

組成の結晶で強くなることがわかった。また、

図 2 のように、育成雰囲気中に酸素が含まれる

場合、波長 750 nmの発光ピーク強度が強くな

ることがわかった。波長 750 nmの発光ピーク

強度が強い場合に波長 520 nm の発光ピーク強

度とのピーク強度比が測定しやすくなるため、

Mg不足組成の結晶を酸素を含む雰囲気で育成

した場合、性能の良い蛍光温度センサが得られ

るものと考えられる。 
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図 1．Mn添加スピネルの蛍光スペクトル 
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図 2．Mn添加スピネルの蛍光スペクトル 
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